
令和３年度 ヤングケアラーに関する実態調査業務委託 仕様書 

 

１ 契約件名 

  令和３年度 ヤングケアラーに関する実態調査業務委託 

 

２ 契約期間 

  契約日から令和４年３月２５日 

 

３ 調査の目的 

  ヤングケアラーは年齢や成長の度合いに見合わない重い責任や負担を負うことで、本人の育

ちや教育に影響があることから実態の把握及び支援の強化が求められている。 

本調査は、千葉市におけるヤングケアラーと思われる子どもに関する状況を把握するため、

小中高生に対して実態調査を実施し、ヤングケアラーと思われる子どもを早期発見し、支援に

つなげる仕組みづくりの検討を行うための資料とすることを目的とする。 

 

４ 調査の概要 

 （１）調査仕様 

  ア 調査名称 

    「令和３年度小中高生の生活実態に関するアンケート調査」 

  イ 調査対象 

    千葉市立小学校（１０８校）の５年生   ７，８８０名 

千葉市立中学校（５４校）の２年生    ７，６６０名 

千葉市立高校（２校）の１、２年生    １，２８０名 

千葉市立養護学校の中２、高１、２年生    １２４名 

千葉市立第二養護学校の小５年生         ７名 

千葉市立高等特別支援学校の高１、２年生    ６３名 

  ウ 調査方法 

    各学校を通じて保護者と児童生徒に調査依頼文を配布し、ＷＥＢ上の調査を主として行 

う。 

筆記での回答を希望する児童生徒には、紙媒体の調査票と返信用封筒を学校より配布し、 

返信用封筒で回収を行う。 

  エ 調査項目 

    ヤングケアラーに関する認知度や実態を確認できる項目。 

小学生調査 

     受託者が作成した質問項目（案）をもとに、設問の語句、表現、選択肢の配列等につ

いて、受託者と協議のうえ調査票を作成する。 

中高生調査 

国の令和２年度「中高生の生活実態に関するアンケート調査」に準ずる。 

     選択式問程度２２問、自由記載１問 



 （２）調査実施期間 

    令和３年１２月から令和４年１月 

５ 委託業務内容 

 （１）調査の準備 

  ア 小学生調査、中高生調査それぞれについて、インターネット上で回答できる入力フォー

ム、紙媒体の調査票を作成すること。また、小中学校特別支援学級、養護学校、特別支

援学校の児童生徒用に、すべての漢字にふりがなをふったインターネット回答フォーム、

紙媒体の調査票を作成すること。 

  イ 保護者へのアンケート調査依頼文を作成すること。 

ウ アにアクセスするための二次元バーコードを付した児童生徒宛アンケート調査依頼文を 

作成すること。 

  エ 下記の調査依頼文等一式を作成し、別途委託者が指定する日までに各学校へ発送するこ 

と。なお、発送に関わる費用は受託者が負担すること。  

 

（２）調査の実施 

  ア インターネット上で回答でき、複数回の回答を防ぐ手法を講じること。 

  イ 入力フォームにアクセスが集中しても処理可能な手法を講じること。 

 （３）紙面調査票の回収 

返信用封筒の返信先は受託者宛とし、返信に係る費用は受託者が負担する。 

受託者は順次開封し、調査票に調査番号を付したうえで、入力・集計作業に取り掛かるこ

と。なお、返信の投函期限に遅れた調査票も可能な限り収受すること。 

   回収した調査票は調査番号順に整理・補完し、業務完了後に委託者に返却すること。返信

用封筒は、業務完了後に受託者において確実な方法により廃棄処分すること。 

（４）調査結果の集計・分析 

  ア 調査結果についての単純集計、基本属性等によるクロス集計、分析を行うこと。 

イ 「令和２年度ヤングケアラーの実態に関する調査研究」（厚生労働省・文部科学省）と比

較、分析を行うこと。 

ウ 今後の事業展開に向けた課題をまとめること。 

  

 



 （５）報告書等の作成 

   上記調査結果の集計・分析を踏まえ、報告書を作成すること。なお、報告書等の作成にあ

たっては、次の点に留意すること。 

  ア 単純集計及びクロス集計についてコメントを作成すること。 

  イ 原則として単純集計により図表を作成し、設問数と同数掲載すること。 

  ウ 必要に応じグラフ等を使用すること。 

  エ 上記業務に必要な打ち合わせを適宜市担当職員と行うこと。 

 

６ 成果物 

  電子データ一式（ＣＤ－Ｒに格納） 

 （１）調査に使用した調査依頼文、調査票（Word・PDF） 

 （２）入力した調査項目の個票データ（Excel・CSV） 

 （３）単純集計、クロス集計（Excel・CSV） 

 （４）調査報告書 冊子２００部、モノクロ印刷、校正を１回以上行うこと。 

 （５）調査報告書データ（Word・PDF） 

 

７ 予定スケジュール 

  令和３年１２月中旬  … 各学校への調査依頼文等発送 

  令和３年１２月下旬  … アンケート開始（２週間程度） 

  令和４年１月下旬以降 … アンケート集計 

  令和４年２月中旬   … 報告書の校正 

  令和４年３月中旬   … 報告書の納品 

 

８ 市との協力体制 

 （１）受託者の担当者は、市の担当職員との十分な意思疎通を図るものとする。 

 （２）受託者の担当者について、市との連携・協力に支障があると判断された場合には、受託

者の管理監督者は早急に担当者の変更等の対応策を講じること。 

 

９ 業務内容の疑義 

 受託者は、業務内容に疑義があるときは、その都度、市と協議の上対応を決定する。 

 

10 手続き書類の提出 

 受託者は、業務に必要な以下の書類を提出すること。 

 （１）着手時 実施計画書 

 （２）随時  協議議事録、その他市担当者が指定する書類 

 （３）完了時 完了届、納品書、請求書、その他市担当者が指定する書類 

  

 

 



11 支払方法 

 契約代金の支払いは、成果物を確認・検査後、一括払いとする。 

 

12 受託者の責務等 

 （１）受託者の責務において、市民・業務関係者等に対する安全対策に万全を期し、事故防止

に関する必要な措置を講ずること。 

 （２）受託者は、常に善良なる管理者の注意をもって業務を遂行し、業務の進捗状況について

確認の上適宜報告すること。 

 （３）受託者は、関係法令等を遵守し、その適用及び運用は、受託者の責任において適切に行

うこと。 

 （４）受託者は、業務上知り得た秘密を第三者に漏らしてはならない。契約の解除及び期間満

了後においても同様とする。 

 

13 その他 

 本仕様書に記載のない事項又は疑義が生じた場合は、発注者と受託者で協議の上決定する。 

 

14 成果物の著作権の帰属 

 成果物の著作権の帰属は委託者とする。 

 

 

                 連絡先 

                 〒２６０－８７２２ 千葉市中央区千葉港１番１号 

                 千葉市役所こども未来局こども未来部 

                 こども家庭支援課 虐待・ＤＶ防止対策班  岩﨑・鈴木 

                 電話 ０４３－２４５－５６０８ 

                 Mail kateishien.CFC@city.chiba.lg.jp 


